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· 欠席者は必ず後日、確認しておくこと。
１．褥創発生者の確認

＜東病棟＞。
・岡田　由太郎様～右・左踵部、4/12発生。デザインR　右踵部8点　左踵部7点
　　　　　　　　　処置は両踵部にアズノール軟膏塗布+ガーゼ保護。
　　　　　　　　　食事形態：ミキサー、全トロミ、ハーフ食、エプリッチ。食事摂取ムラあり、
　　　　　　　　　1/3～1/2程度。
　　　　　　　　　DIV：2本/日　24hキープ中。

・三浦　幹様～両踵部、Ｈ30.3.15発生。デザインＲ　右踵部21点　左踵部16点
　　　　　　　処置は両踵部にリフラキュール+アズノール軟膏塗布+ガーゼ保護。

　　　　　　　食事形態：粥・キザミ。摂取量は1/3程度。

エンシュア2本/日。エンシュアは飲用できている。

現在褥瘡者　2名。
　

＜南病棟＞
・滝沢　繁倫様～H30.2.27転入時持ち込み　仙骨部　4/23治癒。

　　　　　　　　　H30.4.11発生　左踵部　デザインR　13点　除圧にて経過観察している。

食事摂取量は1/3～2/3程度。

・居ヶ内　よね様～H30.3.26発生　背骨部　4/9治癒。
・南　サイ様～Ｈ30.4.2発生　左臀部　4/9治癒。
· 木田　博暢様～H30.4.4発生　左踵部　デザインR　4点　除圧にて経過観察している。食事は全量摂取

されている。

　　　　　　　　　H30.4.5発生　左臀部　4/14治癒。

　　　　　　　　　H30.4/7発生　右踵部　4/16治癒。

· 小山　幸孝様～H30.4.23発生　両臀部　右臀部　デザインR　4点。左臀部　デザインR　4点

　　　　　　　　　処置は共にアズノール軟膏+ラップ保護している。食事は1/3～全量摂取。

　　　　　　　　　離床時間長い為、臥床時間設けるようにしていく。

　　　　　

＊現在褥瘡者3名。
＜西病棟＞

・特記事項なし
＜北病棟＞

・特記事項なし

＜南山苑＞

・褥瘡者なし

＜南寿の里＞
・褥瘡者なし
＜五福＞

・褥瘡者なし

連絡事項
・来年度はマニュアルを見直して行く。

・29年度は褥瘡者多かった為、褥瘡になる前に何らかの対策を講じて行けるようにしていきたい。

